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リスクマネジメント

Nittoグループは、事業のグローバル展開に伴い、労務問

題、情報漏えい、法令違反、自然災害、事故、犯罪などにおい

てさらなるリスクに晒されます。これまでも経営や事業活動

に影響を及ぼすリスクを抽出し、優先順位をつけて予防・回

避・対策・転化などの措置を講じてきました。

2011年度以降、管理職のリスク認識を高めるために、グ

ループ全体で2000名を超える管理職を対象とした42項目

のリスクアンケートを実施しています。そして、管理職CSR

ワークショップを通してフィードバックを行い、拠点・グルー

プ会社特有のリスクについて議論をしています。経営陣や関

係者ばかりでなく、管理職一人ひとりが危機意識を持ち、部

署やチームといった小さな単位から事前防止を図ることが、

リスク低減につながると期待しています。

リスクの抽出 アンケートの実施

リスクの分析・特定 結果のフィードバック

危機意識の醸成・…
対応力の向上 ワークショップ

改善・対策 事前防止、有事対応計画

また、ワークショップでは、ケーススタディーを用いてリス

クへの対処法や問題の解決策を参加者全員で考え、対応力

を養っています。万が一の事態にも、迅速かつ適切に対処で

きるよう2000余名の管理職のレベルアップを図ります。

2014年度計画でも、アンケートによりリスクを抽出し、結

果について全管理職で議論する場を設けています。

有事の対応

迅速かつ適切な初動対応により、グループを挙げて支援

体制が取れるよう報告システムを設けています。これには、

24時間・365日稼働し、緊急事態の発生を速やかに経営トッ

プへ知らせる緊急事態報告システムも含まれます。

また、どのような場合にどこへ報告すればよいかを明記し

た「緊急事態および事故・災害報告ガイドブック」を、すべて

の拠点およびグループ会社の責任者330名が保持し、Nitto

グループとして迅速に対応できるようにしています。

事業への影響が極めて高いと予測される地震、パンデミッ

クなどについては、リスクマネジメントにとどまらず、事業継

続マネジメントの考え方も導入して有事に備えています（次

ページ参照）。

リスク…
マネジメント

リスク認識を深めるとともに、事前防止や
有事対応の改善に努めています。

緊急事態については（Nitto）本社（本ガイドブック参照）と
関連部署へ報告してください。それ以外の事故・災害などは
各専門部署へ報告してください。

緊急事態および
事故・災害報告ガイドブック

このガイドブックは拠点責任者および代行者などに配布しています。 
異動される場合は、確実に後任者へ引き継いでください。 「緊急事態および事故・

災害報告ガイドブック」
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